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■活動実施期間（いつからいつまで）
２０２３年４月１日～２０２４年 活動継続中

■取り組みに至る背景（課題、きっかけ）
2007年１１月 会社設立
２００８年８月 地域コミュニティＦＭラジオ局「ＦＭびゅー」開局

日々の生活に役立つ情報発信を心がけ、
災害時に地域住民の命と財産を守る放送を目指す。

開局当初より社員数が少なく（５名～６名）、放送は２４時間３６５日

▶休みがない、休みのはずが仕事をしている
▶寝る時間、食べる時間を削減して働いて仕事をこなす
▶社員全員がそろうタイミングが少なくコミュニケーション不足
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この状態を続けると、病気を発症する。
続いたとしても、

・生産性低下 ・辞める
・年齢的に体力がもたない

↓
2008年～2020年

自分で思いつく限り
実施した

健康への取り組み
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健康経営アドバイザーから

「健康経営優良法人認定（経済産業省）」

を紹介される。

現状を改善し、
健康に働き続ける

会社作りに必要！
２０２１年

すぐに全項目クリアを目指す。

2021年､2022年 認定

2023年､2024年 ﾌﾞﾗｲﾄ500
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2023年４月～

健康経営方針の制定
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健康習慣アンケート２０２３結果から

現状
①規則正しい食事が難しい

②定期的な運動の不足

③多忙によるメンタルヘルスの不安

理由
・不規則・多忙で、食事や運動など

・自分の健康に気を遣う余裕がない。

・自分の時間が無く高ストレス状態。
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改善策
テーマ ・なるべく出費を抑える

・持続可能な取り組み

①会社の業務として運動に取り組む。

自分の健康を考える動機付け。

②健康を意識した食事（飲料）支給。

③社員旅行を兼ねた番組企画。
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① ②

③

その他：■睡眠の質 オーダーメイド枕を支給
■健康管理 会社に体脂肪計設置
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■課題解決状況や生み出された効果
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数値的効果検証（健康習慣アンケート、決算書）

2022年 2023年 2024年

調査対象 7人 6人 9人

健康意識：飲み物 43% 67% 78%

健康意識：食べ物 85% 67% 89%

健康意識：運動 43% 34% 44%

健康意識：心の健康 71% 84% 78%

健康意識：睡眠 71% 50% 66%

年間一人当たりの病気による

平均欠勤日数
3.3日 2.3日 1.9日

病気やけがによる

労働生産性の低下率
-23% -25% -24%

高ストレス値 43% 33% 33%

売上（前年度決算） 64,818千円 73,333千円 89,209千円

当期純利益（前年度決算） 322千円 458千円 552千円

各自の健康意識度
の向上

病気やけがによる
損失の低下

経営に与える好影響

ストレス値の安定
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■これからの健康経営・・・人とお金の負担を少なく続けるために

飲 食 ▶毎週配達により冷蔵庫に在庫あり

運動継続 ▶体力測定会の毎年実施 体力年齢を確認

▶社内規定の整備 週に１時間。勤務時間内に運動のために使用可能。
「健康促進運動時間制度」

メンタル ▶旅行＆特別番組 数年に一度実施

▶休日取得しやすい環境 従業員２名補充で実現

睡眠の質 ▶枕を支給しているので、毎晩家で寝るだけ。

など・・・
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枕購入店の
広告で情報
発信！


